
令和元年度
中学校英語科授業づくり研修会

徳島県教育委員会



本日の日程

13:30-14:10 部会Ⅰ(40分) 分析
14:10-14:20 休憩 English Camp動画
14:20-14:50 部会Ⅱ(30分) モデル授業14:20-14:50 部会Ⅱ(30分) モデル授業
14:50-15:20 部会Ⅲ(30分) 協議
15:20-15:25 アンケート(5分)
15:25-15:30 まとめ(5分)
15:30-15:40 休憩 English Camp動画
15:40-16:40 世界スタンダード：事前研修



<スクリプト>
What countries are these?  Yes, 
they are the U.K. and Japan.  
Both countries are the same in 
some ways.  They are island 
countries, and cars run on the left.  

この問題の出題意図は？
どんな力を図る問題？

countries, and cars run on the left.  
The two countries are different in 
some ways, too.  In Japan, 
baseball is popular, but in the U.K., 
it isn’t.  Football is more popular 
than baseball.  I think knowing 
about the life and culture of other 
countries is interesting. I want to 
learn more about them in the 
future.



この問題の出題意図は？
どんな力を図る問題？

<スクリプト>
Hello.  I’m Nick.  I’m looking forward to meeting Hello.  I’m Nick.  I’m looking forward to meeting 
you.  I’m going to stay in your country for two 
weeks.  I hear that there are a lot of club 
activities in Japanese schools.  I want to try 
some!  Which club activities can I try?  Can you 
give me some advice?  I’m waiting for your 
answer.  Thank you.



新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

学習指導要領改訂の考え方

何ができるようになるか

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

生きて働く知識･技能の習
得など、新しい時代に求
められる資質･能力を育成

知識の量を削減せず、質
の高い理解を図るための
学習過程の質的改善

小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」の新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し、目標や内容を構造的に示す

学習内容の削減は行わない※

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっ
ており、そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

「社会に開かれた教育課程」の実現
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外国語によるコミュニケーションを図る資質･能力の育成と、学習評価の充実

「外国語を使って何ができるようになることを目指すか」という目標を学校内外と共有し、
ALT等の外部人材との連携、様々な教材やICTの効果的な活用を図りながら、

【外国語】学習指導要領改訂の考え方

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

コミュニケーションの目的や場面、状況に応じて
理解したり表現したり伝え合ったりすることができる力

外国語の音声や語彙,表現,文法,言語の働きなどの理解と
それらを実際のコミュニケーションで活用できる技能

外国語の背景にある文化の理解、相手への配慮を行いながら、主体的
（・自律的）にコミュニケーションを図ろうとする態度

何ができるようになるか

五つの領域別の言語活動及び統合的な言語活動を通し
た指導を行う

• 具体的な課題等を設定し，コミュニケーションの目的や場面，状況
などを意識して活動を行い，語彙や表現等の知識を五つの領域に
おける実際のコミュニケーションにおいて活用する学習の充実を図る

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

学校段階間の円滑な接続と児童生徒の課題を踏まえた

教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

「外国語を使って何ができるようになることを目指すか」という目標を学校内外と共有し、
ALT等の外部人材との連携、様々な教材やICTの効果的な活用を図りながら、
外国語の教育課程を編成、実施し、学習評価を踏まえた改善を行っていくこと

• 授業は英語で行い（中・高）、授業
を実際のコミュニケーションの場面
とする

• 小・中・高等学校を通じた５つの領域別の目標を設定
（ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り・発表］ 」「書くこと」 ）

• 小学校中学年における外国語活動の新設、高学年の教科化
• 高校の科目構成：統合的な言語活動を通して５領域を総合
的に扱う科目群（英語コミュニケーションⅠ,Ⅱ,Ⅲ)と、ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄや
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等を通して発信力を高める科目群(論理・表現
Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ)を設定
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• 文法の用語や用法の説明に偏らず、
言語活動と効果的に関連付けて指導

何を学ぶか どのように学ぶか

66
４技能５領域別の目標設定

言語活動



指導と評価の一体化

学習指導要領には、到達目標が。

CAN-DOリスト

全国学力学習状況調査は、評価例が。

全国学力・学習状況調査を
もっと、有効活用しよう！

英語では、初！



言語活動とは

実際に英語を用いて互いの考えや

気持ちを伝え合う活動
※ 考えや気持ちを伝え合うという要素がない

「言語活動を通して」育成が
ポイント

※ 考えや気持ちを伝え合うという要素がない

⇒×言語活動

例）発音練習、歌、英語の文字を機械的に

書く⇒練習

練習は、言語活動を成立させるために重要！

練習だけに終わらないように留意！



指導改善

教科・学年→学校全体で





「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」

指導改善へ

資質・能力の具体的なメッセージ



知識

技能

思考

判断

表現



５割を切っているもの赤色 / outputが低い



５割を切っているもの赤色
全体的に低い・知技も低



内容は理解できる、が
概要・要点を捉えることに課題



全体的に大きな課題が見られた！

基本的な語彙・文法の定着活用
表現、即興、全体的に課題











聞くこと

24.5％



教科書のListening教材だけでは不充分

授業中のteacher-talkの改善



31.3％

是非、各現場で分析を！

41.4％



具体例を【部会Ⅱ】で♪



選択肢は、全て英文の中にある。
要点を捉えることが必要！

読むこと

要点を捉えることが必要！



「言いたいことって、
一体なんだと思う？」と聞く。一体なんだと思う？」と聞く。

具体例を【部会Ⅱ】で♪



これが多い！



教科書の題材を読んだ後、
「君たちは、どう思う？」と聞く。



書くこと





56.8



50.6



決して、ドリルをもっとではなく、

言語活動の充実を！



「授業は英語で行うことを基本とする」ことを
新たに規定

生徒が授業の中で 「英語に触れる機会を最大限
に確保すること

授業全体を英語を使った 「実際のコミュニケーショ
ンの場面」とすること

この配慮事項は，生徒が授業の中で「英語に触れる機会」
を最大限に確保することと，授業全体を英語を使った「英語
のコミュニケーションの場面」とすることとをねらいとしている。
「授業は英語で行うことを基本とする」とは，生徒が日常生活
において英語に触れる機会が非常に限られていることを踏ま
え、英語による言語活動を行うことを授業の中心に据えるこ
とを意味する。さらに，…

（文部科学省.(2017).『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語編』P.86より抜粋）



話すこと



71.6



コーラスで言えたら、全員大丈夫
と思っているのでは？

一人一人、確認が大事



話すこと



！注意！





その言語が使用されている目的・
場面・状況に応じた理解を促す指導



自分の考えを表現するために、
概要や要点を読み取る指導



その言語が使用されている目的・
場面・状況に応じた表現を促す指導



その言語が使用されている目的・
場面・状況に応じた表現を促す指導



練習と言語活動のバランス



令和元年度
中学校英語科授業づくり研修会
【部会Ⅱ】モデル授業

徳島県教育委員会



授業で大切にしたい考え方

（ ）が
あってこその英語の授業

伝え合う内容
あってこその英語の授業

（ ）が先。（ ）が後。内容 英語

互いの考えや気持ちを伝え合う

対話的な言語活動



授業で大切にしたい考え方

生徒の活動 教師の指導

指導

活動活動
指導

活動
指導

活動



移行期間における指導資料について
（中学校外国語科）

文部科学省
初等中等教育局情報教育・外国語教育課外国語教育推進室



６．提供する資料一覧６．提供する資料一覧

① 単元指導計画

② 展開案

「小中接続」に係る指導資料

５～６月期
・大型連休の思い出
・私の家族
・今年のお花見

５～６月期
・週末の思い出
・私の家族

第１学年 第２学年
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「帯活動」に係る指導資料

① 年間指導計画

② 展開案

※右に示すトピックの展開案

※各トピック２コマ分

７～９月期
・暑い季節に食べたいもの
・好きな教科

１０～１２月期
・秋にする好きなこと
・私のヒーロー

１～３月期
・１年間の思い出
・将来したいこと

／職場体験でしたいこと

７～９月期
・宿泊研修の思い出
・オリンピック・パラリ

ンピックで見たい競技
１０～１２月期

・学校行事
・職場体験

１～３月期
・制服・私服
・修学旅行先



ポイント（聞くこと）

①目的を把握する

・聞いた後に、何をするのか明確にして聞かせる

②メッセージを聞く

・１回で、概要把握するように指示

③情報を整理・確認する

・ペア・グループで「何を求めているか」について確認

④もう一度、聞く

・話し合ったことが正しかったがどうか確認

⑤アドバイスを書く

・理解を踏まえて、求められていることについて書く



授業の枠組み（聞くこと）



ポイント（読むこと）

①目的を明確にした２種類の読み方をさせる

・概要把握と要点

②教師が誘導しない②教師が誘導しない

・各自の判断で最も大切な部分を選ばせる。

③読むための手がかりを与える

・書き手が読み手に問いかけていることは？

・重要なことは繰り返される。



授業の枠組み（読むこと）



ポイント（書くこと）

長期的に繰り返し「書くこと」の言語活動及び指導を
行う

①Reporterになろう

情報を基に報告文を書き、読み直して、口頭発表

②Editorになろう②Editorになろう

サンプル英文を全体提示し、全員で誤りをチェック

③Editorになろう

①の英文を読みあい、②を参考に修正

④Writerになろう

ペアでインタビューしあい、情報を基に報告文作成



授業の枠組み（書くこと）



ポイント（話すこと）

①Interactive Teacher-Talk

・いきなり質問するのではなく、教員自身が語る

・やり取りを継続させる（一人一人を大切にする）

・やり取りを中断しないように、意図を捉えて英語で・やり取りを中断しないように、意図を捉えて英語で
応答する

・短い文で、ポーズを充分に取る

②生徒同士でやり取り

③シェアする

④生徒同士でやり取り、代表生徒と指導者がやり取り



授業の枠組み（話すこと）



授業アイデア例を見てみましょう
（技能別）

話すこと
書くこと
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